
【学校教育目標】自ら学び、豊かな人間性と強健な体力を備え、時代を生き抜く生徒の育成 

 

 

 

第 76 回卒業証書授与式 

 ３月８日（金）、本校の第７６回卒業証書授与式が講堂にて盛大に挙行され

ました。６日（水）には公立の一般入試を終え、二次試験を除くほぼすべての

受験が終了し、３年生は晴れやかな顔で中学校生活最後の日を迎えることができました。また、

卒業式当日は、池田市長様をはじめ、学校運営協議会委員の方々にもご出席をいただくなど、門

出を多くの方に祝っていただきました。 

 人生で最も多感と言われるこの中学

校時代。この日に至るまで、決して楽し

く順風満帆に学校生活を送れた生徒ば

かりではないでしょう。勉強、部活動や

学校行事などの過程で幾度も壁にぶつ

かり、時には挫けそうになり、それでも

歯を食いしばって困難を乗り越えてき

た場面が多々あったことと思います。 

 学校も、微力ながらお子様の将来の社

会生活の土台となる力や資質を育てるために尽力してまいりましたが、学校の力だけではこの

日のお子様の晴れやかな卒業を迎えることは決してできませんでした。その裏には、保護者の

皆様が、お子様と一緒にさまざまな悩みを抱えながら、常に大きな愛情をもって支え続けてこ

られた日々があったことでしょう。家庭教育と学校教育の両面が充実して、子どもたちははじ

めて健やかに成長していくことができるものと確信しております。保護者の皆様に対しまして

は、学校教育へのご理解とこれまでの変わらぬご支援に対し、心よりお礼申し上げます。 

 さて、今年度の学校スローガンは、「感動！Sweat & Tears～やればできる～」でした。式

辞の中でも述べられましたが、「やればできる」というのは、やれば必ず成功するという意味で

はなく、「やれば必ず『成長』できる」という意味です。卒業して巣立っていった３年生たちも、

さまざまな場面でそれらを体現してくれた生徒たちだったと思います。中学校での経験を今後

の人生に生かし、これからも「やればできる」の精神で、大きく社会に羽ばたいてほしいと願っ

ています。 

 

３年生を送る会 

 卒業式の前日には、３年生を送る会が行われました。  

新生徒会本部役員及び専門委員長による、最初の大きな  

企画でした。在校生やお世話になった先生方からのビデ  

オメッセージが披露されると、３年生たちは歓声を上げ  

て盛り上がっていました。また、ステージ上で３年生に  

向けてのエールも送られるなど、終始和やかなムードで  

会が進行しました。これからの華陽中学校を担う在校生  

たちの頼もしい姿に、３年生たちも安心して卒業してい  

ったことでしょう。  
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卒業生に学ぶ会（２年生） 

 ２年生では、３月６日（水）の午後から「卒業生に学ぶ会」を開催し、本

校出身で国公立・私立の高校へと進学した８名の卒業生に講師としてお越

しいただきました。受験を控えた中学校３年生時の勉強への取組や、高校

に入学してからの生活の様子などを、生徒の目線から非常に詳しく説明し

てもらいました。２年生たちは真剣に聞き入りながらメモを取り、たくさ

んの疑問に答えてもらうことができました。  

 今回講師を依頼した８名は、それぞれ異なる高校に進学した生徒であり、

２年生にとっては、３年になる直前のこの時期に多くの高校を知る大変良い機会ともなりました。華

陽中学校を卒業して、さらに立派に成長した高校生の姿が、とても印象に残る会となりました。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

蓬莱桜ボランティア 

 ３月１０日（日）に行われた向島の蓬莱桜祭りに、１年

生９名、２年生１１名の生徒がボランティアとして参加

してくれました。  

 生徒たちは桜茶の無料接待係と駐車場整理係に分かれ

て、一生懸命ボランティアを行いました。４年ぶりの祭り

開催ということもあり、当日は観光客で終日賑わいを見

せていました。生徒たちの明るく元気な姿も、寒桜の美し

さを一層引き立てており、地域の方々も大変感謝されて

いました。参加してくれた生徒の皆さん、ありがとうござ

いました。  

 

 

 

 

 

 

 

自分の進路を実現した卒業生からのアドバイス（抜粋） 

・自学などの習慣化が大切。 ・分からないところは積み残さず、質問するようにする。 

・勉強だけでなく、日頃の生活が大切。  ・新研究やワーク、You Tube の勉強動画も活用。 

・スマホは勉強中手の届かないところに置いた。 ・早寝、早起きで、朝勉強する習慣も大切。 

・苦手があってもネガティブにならず、ポジティブにあきらめず頑張ったことがよかった。  

・家は誘惑が多いので、できるだけ自宅以外の施設を使用して勉強した。 

・どこにいても、自分がなりたい自分になれる。これまで頑張りが足りなかったと思う人も、頑張り

次第。今からでも間に合うし、すべては自分に返ってくる。 

欠席連絡のＱＲコード 

デジタル欠席連絡は、  

マチコミではなく、  

右のＱＲコードから  

お願いします。  


